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１．デジタル教科書から見た学習eポータルの在り方

【背景】

日本の教育においては、これまでもデジタル教材等が利用されてきたが、「GIGAス

クール構想」（2019年）以降、義務教育段階で学習者１人１台端末環境が急速に整備

され、「学習者用デジタル教科書普及促進事業」（2021～2023年）および「学習者用デ

ジタル教科書の導入」（2024年）の実施によって、複数のデジタル教科書やデジタル教

材が利用される機会が増えている。
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１．デジタル教科書から見た学習eポータルの在り方

【「GIGAスクール構想」】

大臣メッセージには、次のような記載がある。

「忘れてはならないことは、ICT環境の整備は手段であり

目的ではないということです。子供たちが変化を前向きに

受け止め、豊かな創造性を備え、持続可能な社会の創り手

として、予測不可能な未来社会を自立的に生き、社会の形

成に参画するための資質・能力を一層確実に育成していく

ことが必要です。」 （以下略、赤字・下線は発表者が加工）

4
文部科学大臣メッセージ（2019年12月19日）



１．デジタル教科書から見た学習eポータルの在り方

【「GIGAスクール構想」の目的】

・ 誰一人取り残すことのない学びの実現

・ 個別最適化された、資質・能力を確実に育成できる教育の実現

・ 教師や児童生徒の力を最大限に引き出す 5
「GIGAスクール構想の実現へ」リーフレット



１．デジタル教科書から見た学習eポータルの在り方

【「学習者用デジタル教科書普及促進事業」の目的】 （令和3年度）

「 新学習指導要領を踏まえた「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善や、特別な配慮を必要とする児童生徒等の学習

上の困難低減のため、平成31年４月から、一定の基準の下、必要に応じ、学習者用デジタル教科書を紙の教科書に代えて使用する

ことができるようになりました。また、GIGAスクール構想による一人一台端末環境が早期に実現することを踏まえ、文部科学省では令

和２年７月より「デジタル教科書の今後の在り方等に関する検討会議」において、現行の教科書制度の見直しも含むデジタル教科書

の在り方について、議論を進めています。

このような状況を踏まえ、令和3年度は、児童生徒の学びの充実や障害等による学習上の困難の低減に資するよう、小中学校等に

学習者用デジタル教科書を広く提供し､普及促進に向けた実証事業を実施しました。」 （以下略、文科省ウェブサイトより）

・ 児童生徒の学びの充実に資する

・ 障害等による学習上の困難の低減に資する
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⇔ 個別最適化された、資質・能力を

確実に育成できる教育の実現

⇔ 誰一人取り残すことのない学びの

実現



１．デジタル教科書から見た学習eポータルの在り方

【学習eポータルとは】

１．学習の窓口機能

⇒ 個別最適な学び・協働的

な学びへとつながる

２．連携のハブ機能

３．MEXCBTのアクセス機能
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文部科学省CBTシステム運用支援サイト ＞ よくある質問 ＞ 本事業全般について



１．デジタル教科書から見た学習eポータルの在り方

【学習eポータルとデジタル教科書の接続が実現した場合の可能性】

デジタル教科書は、Google、Microsoft、Apple の基本OSとのSSO機能を実装しており、

すでに自動ログインを実現しているが、学習eポータルとの接続が実現すれば、教育現

場が感じる管理業務の負担軽減策の一つとして、学習ｅポータルの 「２．連携のハブ

機能」 を活用して、管理業務を一元化することが考えられる。

また、学習eポータルの 「１．学習の窓口機能」 を活用することで、様々なデジタル教

科書やデジタル教材に一つの本棚からアクセスできる利用者（児童生徒／教員＝管

理者）側のメリットも生まれると考えられる。
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１．デジタル教科書から見た学習eポータルの在り方
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学習eポータルの可能性 （イメージ図）



２．学習eポータルとつながることのメリット、課題や懸念

メリット

学習eポータルとの連携が実現した場合、様々なデジタル教科書やデジタル教材に
関する管理者の作業のうち、学習者情報の登録や年次更新の作業（児童生徒の入
学・進級・卒業など）をワンストップで可能にする。【管理者の省力化】

⇒ 教師の力を最大限に引き出す

学習eポータルとの連携が実現した場合、様々なデジタル教科書やデジタル教材の
利用をワンストップで可能にする。学習ｅポータルに授業管理機能が備われば、時間
割からデジタル教科書の学習ページを直接開くことも可能になる。 【利便性向上】

⇒ 児童生徒の力を最大限に引き出し、個別最適な学び・協働的な学びにつなげる
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２．学習eポータルとつながることのメリット、課題や懸念

課題や懸念

学習ｅポータルを運営する企業は複数あり、これらの規格ごとに接続するのは困難。
デジタル教科書との接続を考える場合は、最低限、規格の標準化を細部まで進めて
接続の負担を軽減する必要がある。

⇒ 標準仕様に関しては、細かな解釈の違いによって差異が現れることがあると聞く。

学習ｅポータルに対して、学校ごと・学年ごとに使用する 「デジタル教科書に関する
情報」 の受け渡しの規格がまだ定まっていない。受け渡す情報の項目や形式、情報
を受け渡す方法や時期などの標準規格を取り決める必要がある。

⇒ 「１．学習の窓口機能」 の説明に 「互換性のあるデータを（略）一覧的に可視化して
  活用する」 とあるが、この実現に向けて議論の整理が必要である。

⇒ 受け渡す情報の取扱い関しては、関係者間で調整が必要であり、項目については
目的に基づいた議論が求められる。 11



２．学習eポータルとつながることのメリット、課題や懸念

課題や懸念

特に、主たる教材に位置づけられるデジタル教科書については、配信管理のコスト
負担を教科書発行者に求めない共通理解が求められる。

⇒ 「２．連携のハブ機能」 の説明に 「デジタル教材等事業者が（略）連携する手間が
  省けて不要なコストがかからなくなる」 とあるが、この共通理解を前提にして議論を
  進めていく必要がある。

⇒ 協調領域の構築運用コストに関わる課題は、公費負担も含めた議論が必要である。

学習ｅポータルがデジタル教科書の配信を管理する場合は、学年移行、複数年度利
用，過年度利用、採択変更、変則供給などのライセンス管理への対応が求められる。

⇒ 学習eポータルが管理する学習者の情報と、デジタル教科書のライセンス情報を
つなげる仕組みが必要になる。
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